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小山真人氏（静岡大学）の指摘
『火山』第50巻（2005）等から

2000年有珠山噴火

小山氏「噴火予知連が予知に偏り避難区域の線引きの
判断に参画していない」

⇒（青山）避難区域の線引きは専門家の意見を聞いて
自治体が行うべき

小山氏「噴火初期以降は、気象庁が一時帰宅オペレー
ションなどの防災対応に指導的役割」

⇒一時帰宅オペレーションについても自治体が責任を
もって行う



小山真人氏（静岡大学）の指摘

2000年三宅島噴火

小山氏「噴火予知連の議論のほとんどが噴火のモデル論争
に費やされ、避難オペレーションのためのゾーニングなどの

科学的検討がなされなかった」

⇒（青山）噴火モデルこそ的中が期待される。

小山氏「(１)現地情報の把握・活用の失敗(２)気象庁職員の
専門性・マンパワー不足(３)噴火予知連での議論の偏り(４)

生かされない予知連見解(５)不適切な報道」

⇒（青山）専門家に期待されるのは研ぎ澄まされた専門家の
見解



2000年有珠山噴火

3月27日から火山性地震
3月29日には気象庁から緊急火山情報
伊達市等の周辺3市町では危険地域に住む1万人
余りの避難を実施
住民意識「３0年に1度の噴火は当然受け入れなけれ
ばいけない」
北海道大学有珠火山観測所が144時間以内に噴火
すると予告

当時、北海道大学地震火山研究観測センター教授
であった岡田弘らによる会見が随時行われた
予告から143時間目に噴火した。



２０００年
有珠山
噴火

（北海道開
発局）



有珠山はすぐに市街地が拡がる



２０００年
三宅島噴火



「陸域及び海面に影響を及ぼす噴火の可能性はほと

んどなくなったと考えられる」

○29日午後7時発表：火山予知連のコメントを考慮、

都と相談し、

阿古・伊ヶ谷地区の避難勧告を解除

○「東京都災害対策本部」及び

「三宅地方隊」を解散（6月30日午後4時）

2000年６月２９日午後６時の火山予知連の
コメント



2000年８月３１日火山噴火予知連絡会検討結果

・ 29日未明の噴火で温度30度、時速10Km
程度の火砕流が発生。

・ 噴火は上昇してきたマグマが地下水と接触
して起きた可能性もある。

・ 当面は、8月18日及び29日と同程度かこ
れをやや上回る規模の噴火が繰り返される可
能性がある。火砕流に警戒が必要。

・ 特に、マグマが直接関与している場合は、
将来、より強い火砕流になる可能性がある。

噴火予知連の見解に変化



06.26 20:45 災害救助法を適用
06.27 00:15 都災害対策本部設置（～６／３０）

（都庁 本部長 石原知事）

06.27 00:15 三宅島現地災害対策本部設置
（支庁舎３階 本部長 青山副知事）

①東京都 三宅地方隊
②三宅村
③気象庁
④東京消防庁・三宅島消防本部
⑤警視庁
⑥自衛隊

現地災害対策本部
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神津島

三宅島

東京

32㎞

180㎞

三宅島 大きい遠い
周囲 38㎞
直径 8㎞
面積 55㎢
雄山の高さ 814m→約750m

坪田

神着

阿古

伊豆

伊ヶ谷

阿古漁港

三池港


